
福井鉄道福武線とえちぜん鉄道三国芦原線との 

相互乗り入れに関する基本的な考え方 

 

Ⅰ．相互乗り入れの目的 

○ 県民の高い関心に応え利便性の向上を図るとともに、両鉄道の利用者を増

やす。 

○ 人口が減少する中、高齢者が増加する本県の社会情勢に対応した集約型

のまちづくりを後押しする。 

○ 地球温暖化防止の観点からも、過度に自動車に依存した移動手段から公

共交通への転換を図る。 

○ 福井都市圏の中心である福井市を核とし、嶺北一円の交通ネットワークの

形成・充実を目指す。 

 

Ⅱ．これまで行なった整理 

 ○ 県と沿線市町、両鉄道会社は、これまで相互乗り入れの具体的な運行パタ

ーンや区間などについて意見交換を行い、既存の設備を最大限活用する中

で、実施可能な案について以下のような整理を行なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 乗り入れを行なう上で、車両の規格に制約のない福井鉄道が、第 1 段

階として、田原町駅からえちぜん鉄道三国芦原線に乗り入れる。乗り入

れ区間は、駅周辺人口や交通結節機能の高い新田塚駅までとする。 

加えて、それぞれの沿線での催し物などに併せた臨時（季節）列車を運

行する。 

■ 第２段階として、乗り入れ区間を西長田駅まで延伸し、えちぜん鉄道

が車両を導入した上で福武線に乗り入れ、相互に運行する。 

 
 

Ⅲ． 「事業検討会議」の設置目的 

○ 相互乗り入れを行うためには、両鉄道事業者や沿線市町に加え、道路管理

者、警察、さらには、事業補助を行なう国など関係者の意見を調整する必要が

ある。 

○ このため、相互乗り入れの事業化について県は、｢事業検討会議｣の開催を

関係者に呼びかけ、意見調整・集約を行なう。 

 

 

Ⅳ． 「事業検討会議」における協議事項（主なもの） 

○ 第 1 回（5 月下旬） 

・ 運行区間や運行形態 

   

○ 第 2 回（７月予定） 

・ 収支および採算性 

※ 田原町駅などの概略設計調査を下半期に実施できるよう、事業案のとりま

とめ予定 

 

資料１ 



相互乗り入れの運行イメージ（第１段階：新田塚延伸）

６時～９時 ９時～１６時

えち鉄：
現行ダイヤを維持

福鉄：現行ダイヤを維持しつつ、
下り２便について、福大前西福井まで乗り入れ

臨時（季節）列車 ・越前武生⇔三国港間で随時運行可
福鉄の高床車両を利用

えち鉄 ・三国港⇔福井駅（普）
（毎時２本、現行ダイヤ）

福鉄 ・越前武生⇔田原町（普）
（毎時２本・ダイヤ調整）

乗入便 ・越前武生 ⇔ 新田塚（乗入）
（毎時1～２本：福井駅前経由）
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   えち鉄 
   福鉄  

2 本／時（上りは駅前経由） 

２
本
／
時

２
本
／
時 

２本／時 接続 

臨時（季節）列車 ・越前武生⇔三国港間で随時運行可
福鉄の高床車両を利用

乗入便 ・越前武生 ⇔ 新田塚（乗入）
（毎時２本：福井駅前経由）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅（普）
（毎時２本、現行ダイヤ）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅
（毎時２本、現行ダイヤ）

福鉄 ・越前武生⇔田原町（普）（毎時２本）
※田原町駅で乗継げるようダイヤ調整

☆必要となるハード整備 （※駅改修、行違施設、車両等の増）

えち鉄：４か所 （福大前西福井、日華化学前、八ツ島、新田塚）

福 鉄：１か所 （田原町）

車 両：追加なし

福鉄 ・越前武生⇔田原町（普）
（毎時２本・ダイヤ調整）
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【凡 例】 
   えち鉄 
   えち鉄（相直）

   福鉄 
      福鉄（相直） 

改良が必要な駅

※福井駅前⇔市役所前 2 本／時 

相互乗り入れの運行イメージ（第２段階：西長田延伸）

６時～９時 ９時～１６時

乗入便 ・越前武生⇔西長田（相直）
（毎時２本：福井駅前経由）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅（普）
（毎時２本、現行ダイヤ）
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福鉄 ・越前武生⇔田原町（普）
（毎時２本・ダイヤ調整）
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福鉄：現行ダイヤを維持しつつ、
下り２便について、福大前西福井まで乗り入れ

えち鉄：西長田⇒福井方面への乗り入れを検討
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2 本／時（上りは駅前経由） 
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乗入便 ・越前武生⇔西長田（相直）
（毎時２本：福井駅前経由）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅（普）
（毎時２本、現行ダイヤ）

えち鉄 ・三国港⇔福井駅
（毎時２本、現行ダイヤ）

福鉄 ・越前武生⇔田原町（普）（毎時２本）
※田原町駅で乗継げるようダイヤ調整

☆必要となるハード整備 （※駅改修、行違施設、車両等の増）

えち鉄：９か所 （福大前西福井、日華化学前、八ツ島、新田塚、
中角、鷲塚針原、太郎丸、西春江、西長田）

福 鉄：１か所 （田原町）

車 両：３編成増

福鉄 ・越前武生⇔田原町（普）
（毎時２本・ダイヤ調整）

乗継
乗継



相互乗り入れの今後の見込みについて（案） 

１ 今後の見込み 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 考えられる事業手法 

・国土交通省の地域公共交通活性化・再生総合事業（総合政策局）や幹線鉄道等活性化事業（鉄道局）または社会資本整備総合交付

金の活用（都市局）など。 
・ただし、地域公共交通活性化・再生総合事業を活用するためには、連携協議会を設置し連携計画の策定（変更）が必要 

整備 
段階 

乗入駅 必要となるハード整備 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５以降 

福井鉄道 
 
田原町駅の改修など 
（事業主体：福井鉄道連携協議会） 

     

      調査（概略設計） 

 

設計・工事 

 

 

 

 

第 

１ 

段 

階 

新 

田 

塚 

駅 

えちぜん鉄道 
 
福大前西福井駅から新田塚駅までの整備
（事業主体：えちぜん鉄道） 

  

設計・工事 
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段 

階 

西 

長 

田 

駅 

えちぜん鉄道 
 

中角駅から西長田駅までの整備と 

低床車両３編成の導入 

（事業主体：えちぜん鉄道連携協議会を想定）

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年 ５月 ２７日
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福鉄乗入れ開始

事
業
検
討
会
議
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事
業
検
討
会
議
② 

２３年度の事業開始に向け、

必要な検討事項を整理 

事業開始後も、必要な事項に

ついて随時協議 

 

 

えちぜん鉄道の 

連携計画策定が

必要 

 

(策定主体：市町) 

 

相互 
乗入れ開始

福鉄連携計画の

変更が必要 
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